














別表２－１ 令和６年度保護林モニタリング調査 調査項目一覧［森林生態系保護地域］

機能評価
の観点

基準 指標 調査項目 評価の観点 調査手法の区分
野帳

様式※
早池峰山

周辺

森林タイプの分布状況等調査
保護林内及び周辺の森林タイプの構成がどのように変化
しているか。保全利用地区においては、天然林への移行
が進んでいるか。

資料調査 A ●

樹種分布状況調査
地域の気候帯または森林帯を代表する原生的な天然林た
るべき樹種分布・構成となっているか。

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ B

資料調査 C ●

森林概況調査 D ●

森林詳細調査 E ●

資料調査 F ●

森林概況調査 D ●

森林詳細調査 G ●

資料調査 H ●

I-1(哺乳類) ●

I-2(鳥  類) ●

I-3(その他)

資料調査 J

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ K

資料調査 L ●

森林概況調査 D ●

森林詳細調査 M ●

利活用
森林施業・管理技術の発
展、学術の研究等に利用さ
れている

学術研究での利用状況 論文等の発表状況調査 主にどのような学術研究に利用されているか。 資料調査 N ●

管理体制
適切な管理体制が整備され
ている

保護林における事業・取組
実績、巡視状況等

外来種駆除、民国連携の生物多様
性保全に向けた事業・取組実績、
巡視の実施状況調査

対象保護林の設定目的や課題に対応した管理体制、事
業・取組になっているか。

聞き取り調査 O ●

※「野帳様式」のアルファベットは「保護林・緑の回廊のモニタリング調査手法・野帳様式集」に対応している。

樹木の生育状況調査

原生的な天然林等の構成状
況

気候帯又は森林帯を代表す
る原生的な天然林を主体と
した森林が維持されている

デザイン

樹木の生育が原生的な天然林たるべき状態にあるか。

価値

森林生態系からなる自然環
境の維持、野生生物の保
護、遺伝資源の保護が図ら
れている

下層植生の生育状況調査

山火事・山腹崩壊・地すべり・噴
火等の災害発生状況調査

病虫害・鳥獣害・気象害の発生状
況調査

森林の被害状況

動物調査

種数は豊富か。外来種や特定の植物のみが増えていない
か。

災害がどこで発生しているか。被害状況はどの程度か。

病虫害・鳥獣害・気象害は発生しているか。被害状況は
どの程度か。

野生生物の生育・
生息状況

野生動物の生息状況調査
地域の気候帯または森林帯を代表する原生的な天然林と
して着目すべき野生動物が生息しているか。



別表２－２ 令和６年度保護林モニタリング調査 調査項目一覧［生物群集保護林］

機能評価
の観点

基準 指標 調査項目 評価の観点 調査手法の区分
野帳

様式※
八甲田山 蔵王

森林タイプの分布状況等調査
保護林内及び周辺の森林タイプの構成がどのよう
に変化しているか。保全利用地区においては、天
然林への移行が進んでいるか。

資料調査 A ● ●

樹種分布状況調査
地域固有の生物群集を有する森林として自然状態
が十分保存された天然林等たるべき樹種分布・構
成となっているか。

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ B

資料調査 C ● ●

森林概況調査 D ● ●

森林詳細調査 E ● ●

資料調査 F ● ●
森林概況調査 D ● ●
森林詳細調査 G ● ●

資料調査 H ● ●
I-1(哺乳類) ● ●
I-2(鳥  類) ● ●
I-3(その他)

資料調査 J

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ K

資料調査 L ● ●
森林概況調査 D ● ●
森林詳細調査 M ● ●

利活用
森林施業・管理技術の発
展、学術の研究等に利用さ
れている

学術研究での利用状況 論文等の発表状況調査 主にどのような学術研究に利用されているか。 資料調査 N ● ●

管理体制
適切な管理体制が整備され
ている

保護林における事業・取組
実績、巡視状況等

外来種駆除、民国連携の生物多様
性保全に向けた事業・取組実績、
巡視の実施状況調査

対象保護林の設定目的や課題に対応した管理体
制、事業・取組になっているか。

聞き取り調査 O ● ●

※「野帳様式」のアルファベットは「保護林・緑の回廊のモニタリング調査手法・野帳様式集」に対応している。

動物調査

森林の被害状況

山火事・山腹崩壊・地すべり・噴
火等の災害発生状況調査

災害がどこで発生しているか。被害状況はどの程
度か。

病虫害・鳥獣害・気象害の発生状
況調査

病虫害・鳥獣害・気象害は発生しているか。被害
状況はどの程度か。

デザイン
地域固有の生物群集を有す
る森林が維持されている

原生的な天然林等の構成状
況

樹木の生育状況調査
樹木の生育が、地域固有の生物群集を有する森林
として自然状態が十分保存された天然林等たるべ
き状態にあるか。

価値

森林生態系からなる自然環
境の維持、野生生物の保
護、遺伝資源の保護が図ら
れている

野生生物の生育・
生息状況

下層植生の生育状況調査
地域固有の野生生物（植物）が生育しているか。
外来種や特定の植物のみが増えていないか。

野生動物の生息状況調査 地域固有の野生動物が生息しているか。



別表２－３ 令和６年度保護林モニタリング調査 調査項目一覧［希少個体群保護林］

機能評価
の観点

基準 指標 調査項目 評価の観点 調査手法の区分
野帳

様式※
山王海
ネズコ

男助山
鶯宿

天然ｽｷﾞ

北上山
御堂松

青葉南
モミ

鈎取山
モミ

弥太郎山
針葉樹

鳥海山
ﾑﾗｽｷﾞ

獅子ヶ鼻
湿原

森林タイプの分布状況等調査

保護林内及び周辺の森林タイ
プの構成が変化することで、
対象個体群の生育・生息環境
に影響が生じていないか。

資料調査 A ● ● ● ● ● ● ● ●

樹種分布状況調査
対象個体群の生育・生息環境
に影響が生じていないか。

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ B

資料調査 C ● ● ● ● ● ● ● ●
森林概況調査 D ● ● ● ● ● ● ● ●
森林詳細調査 E ● ● ● ● ● ● ● ●

資料調査 F ● ● ● ● ● ● ● ●
森林概況調査 D ● ● ● ● ● ● ● ●
森林詳細調査 G ● ● ● ● ● ● ● ●

資料調査 J

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ K

資料調査 L ● ● ● ● ● ● ● ●
森林概況調査 D ● ● ● ● ● ● ● ●
森林詳細調査 M ● ● ● ● ● ● ● ●

資料調査 P ● ● ● ● ● ● ● ●
森林詳細調査 Q ● ● ● ● ● ● ● ●

I-1(哺乳類)

I-2(鳥  類)

I-3(その他)

利活用
森林施業・管理技術
の発展、学術の研究
等に利用されている

学術研究での利
用状況

論文等の発表状況調査
主にどのような学術研究に利
用されているか。

資料調査 N ● ● ● ● ● ● ● ●

管理体制
適切な管理体制が整
備されている

保護林における
事業・取組実
績、巡視状況等

外来種駆除、民国連携の生物多
様性保全に向けた事業・取組実
績、巡視の実施状況調査

対象保護林の設定目的や課題
に対応した管理体制、事業・
取組になっているか。

聞き取り調査 O ● ● ● ● ● ● ● ●

※「野帳様式」のアルファベットは「保護林・緑の回廊のモニタリング調査手法・野帳様式集」に対応している。

動物調査

デザイン

希少な野生生物の生
育・生息地及び個体
群の存続に必要とな
る更新適地等が維持
されている

希少個体群の生
育・生息環境と
なる森林の状況

対象個体群が減少していたり
被害を受けていないか。

保護対象種・植物群落・動物種
の生育・生息状況調査

保護対象とする
希少な野生生物
の生育・生息状
況

保護対象とする希少
な野生生物が健全に
生育・生息している

価値

森林の被害状況

山火事・山腹崩壊・地すべり・
噴火等の災害発生状況調査

災害がどこで発生している
か。被害状況はどの程度か。

病虫害・鳥獣害・気象害の発生
状況調査

病虫害・鳥獣害・気象害は発
生しているか。被害状況はど
の程度か。

樹木の生育状況調査
樹木の生育が対象個体群の生
育・生息環境として適切な状
態にあるか。

下層植生の生育状況調査
対象個体群の生育・生息環境
として必要な植物は豊富か。
外来種等が増えていないか。



別表３ 令和６年度保護林モニタリング調査対象保護林 プロット中心座標（世界測地系）

保護林区分 森林計画区 署 保護林名称
プロット

No.
林小班 緯度 経度

森林生態系多
様性基礎調査

点襲用

No.1 536ぬ1 39°35′10.12″ 141°24′55.25″
No.3 536ぬ2 39°34′54.25″ 141°25′30.42″
No.4 536る3 39°34′37.05″ 141°25′14.95″
No.1 252い2 40°38′30.20″ 140°51′49.00″
No.2 252ろ1 40°38′24.50″ 140°51′23.60″
No.3 252ろ1 40°37′53.60″ 140°51′59.80″
No.1 220ろ 38°09′47.69″ 140°29′18.72″
No.2 305い 38°07′25.40″ 140°27′25.50″
No.3 331ち 38°03′58.13″ 140°29′35.48″
No.4 316ち 38°05′37.39″ 140°29′51.18″
No.1 408か 39°32′46.50″ 140°59′19.10″
No.2 408か 39°32′49.50″ 140°59′18.00″ 〇
No.1 677は 39°35′32.50″ 140°51′23.00″
No.2 677は 39°35′30.30″ 140°51′20.10″

北上山御堂松 No.2 1055ち 40°01′03.18″ 141°16′05.14″
No.1 507へ 37°48′15.80″ 140°48′57.90″ 〇
No.2 507へ 37°48′14.10″ 140°48′59.30″
No.1 56か 38°14′46.10″ 140°49′27.10″
No.2 56か 38°14′44.60″ 140°49′21.40″
No.1 380へ 37°56′06.06″ 140°28′52.12″
No.2 380へ 37°55′59.61″ 140°28′42.95″
No.1 1074へ 39°10′42.90″ 140°02′54.10″
No.2 1074へ 39°10′40.10″ 140°03′11.80″
No.1 68と1 39°09′32.29″ 140°01′12.64″
No.2 68と1 39°09′34.42″ 140°01′04.26″

希少個体群保護林

山王海ネズコ遺伝資源

男助山鶯宿天然スギ

青葉南モミ

鈎取山モミ

弥太郎山針葉樹

鳥海山ムラスギ遺伝資源

獅子ヶ鼻湿原

宮城南部 仙台

北上川上流 盛岡

子吉川 由利

早池峰山周辺森林生態系保護地域 北上川上流 盛岡

東青 青森 八甲田山

生物群集保護林

宮城南部 仙台 蔵王


































